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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
本
紙
掲

載
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
、
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

！
　

第

　

第
9393
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
花
輪
ス
キ
ー

回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
花
輪
ス
キ
ー

場
を
会
場
に
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
大
学
生
の
選
手
団
が

場
を
会
場
に
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
大
学
生
の
選
手
団
が

集
ま
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

集
ま
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）
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k a z u n o  n e w s

　

3
月
7
日
に
花
輪
第
二
中
学
校

で
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
教
員
と

卒
業
生
、
一
部
の
在
校
生
の
み
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
会
場
に
入
れ

な
い
保
護
者
ら
は
、
校
舎
の
前
に

設
置
さ
れ
た
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ

れ
る
会
場
の
ラ
イ
ブ
映
像
で
我
が

子
の
晴
れ
姿
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　
花
輪
第
二
中
学
校
は
、
4
月
1

日
か
ら
花
輪
第
一
中
学
校
と
統
合

し
、
花
輪
中
学
校
と
し
て
新
た
な

歩
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

地
域
の
経
済
や
雇
用
へ
の
影
響
に

つ
い
て
情
報
共
有
し
、
今
後
の
支

援
策
を
検
討
す
る
た
め
、
3
月
13

日
、
本
市
と
小
坂
町
の
関
係
機
関

に
よ
る
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

宿
泊
業
で
は
「
3
月
の
売
り

上
げ
が
前
年
度
に
比
べ
ほ
ぼ
半
減
、

な
か
に
は
8
割
減
の
と
こ
ろ
も
あ

る
」、
飲
食
業
で
は
「
3
月
の
団

体
予
約
が
軒
並
み
キ
ャ
ン
セ
ル
と

な
っ
た
」
な
ど
幅
広
い
業
種
に
影

響
が
出
て
い
る
現
状
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
各
団
体
か
ら
国
や
県
な

ど
の
支
援
策
の
活
用
を
呼
び
か
け

る
ほ
か
、
定
期
的
に
情
報
共
有
し
、

働
く
側
へ
の
支
援
も
含
め
た
市
独

自
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
２
月
24
日
か
ら
27
日
の
4
日
間
、

第
93
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
が
花
輪
ス

キ
ー
場
を
会
場
に
行
わ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
大
学
生
の
選
手
団
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
懸
念
し
て
、
開
会
式
や
閉

会
式
、
一
部
の
表
彰
式
が
中
止
と

な
っ
た
も
の
の
、
選
手
ら
は
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
応
援
に
訪
れ
た
多

く
の
人
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
選
手
は
、 
男
子
30
キ

ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
1
部
で
進
藤
洸
太

選
手
（
日
本
大
学
）
が
２
位
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド
1
部

で
木
村
吉
大
選
手
（
専
修
大
学
） 

が
３
位
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

　

3
月
1
日
か
ら
8
人
目
の
移
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
中
根
路
子
で
す
。

　

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う

職
を
選
ん
だ
の
は
、
移
住
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、
外
か
ら
見
る
鹿
角
は

と
て
も
魅
力
が
詰
ま
っ
た
ま
ち
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
全
国
に
発

信
す
る
仕
事
に
興
味
を
も
っ
た
か

ら
で
す
。

　
そ
の
時
、
鹿
角
を
案
内
し
て
く

れ
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
方
が
話
し

て
い
た
、「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い

う
職
を
通
じ
て
鹿
角
の
こ
と
を
よ

く
知
れ
た
し
、
鹿
角
の
こ
と
を
も
っ

と
好
き
に
な
っ
た
」
と
い
う
お
話

に
共
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
私
が
鹿
角
に
き
て
感

じ
た
、
人
の
温
か
さ
や
食
の
お
い

し
さ
、
自
然
豊
か
な
環
境
を
も
っ

た
鹿
角
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域

の
人
た
ち
や
、
全
国
の
人
た
ち
の

笑
顔
を
増
や
せ
る
よ
う
全
力
で
携

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
鹿
角
の
ご
当
地

の
食
べ
物
や
温
泉
、
お
祭
り
を
満

喫
し
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

の
と
っ
て
お
き
の
お
店
、
と
っ
て
お

き
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、

ま
ち
で
お
会
い
し
た
時
は
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

大
学
ス
キ
ー
の
最
高
峰

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

花
輪
第
二
中
学
校
卒
業
式

経
済
・
雇
用
対
策
会
議

まちの話題

　

2
月
21
日
、
八
幡
平
地
区
の
個
人
宅

に
伝
わ
る
「
花
輪
通
絵
図
」
を
市
有
形

文
化
財
に
、
十
和
田
錦
木
古
川
地
区
に

伝
わ
る
「
錦
木
古
川
大
太
鼓
」
を
市
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

花
輪
通ど
お
り

絵
図

　
江
戸
期
に
花
輪
代
官
所
に
勤
め
た
渡

部
家
に
伝
え
ら
れ
、
花
輪
全
体
の
境
や

地
形
、
建
物
、
地
名
な
ど
が
詳
細
に
描

か
れ
て
お
り
、
江
戸
期
に
お
け
る
花
輪

通
の
様
態
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

錦
木
古
川
大
太
鼓

　
江
戸
期
の
盆
踊
り
や
念
仏
講
が
起
源

と
さ
れ
、
大
太
鼓
を
一
人
で
担
ぎ
持
ち
、

鼓
面
を
叩
く
際
に
左
手
首
を
頭
上
で
回

す
演
奏
方
法
が
特
徴
で
す
。
毎
年
8
月

　

4
月
８
日
、
９
日
の
2
日
間
、

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
、聖
火
リ
レ
ー

ト
ー
チ
を
展
示
し
ま
す
。
直
接
触

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
聖
火
リ
レ
ー
は
、
6
月

10
日
に
道
の
駅
か
づ
の
を
出
発
し
、

花
輪
ス
キ
ー
場
ま
で
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
す
。

の
錦
木
塚
ま
つ
り
や
ふ
る
さ
と
大
太
鼓

大
響
演
会
、
毛
馬
内
盆
踊
り
、
花
輪
ば

や
し
屋
台
行
事
な
ど
に
出
演
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
文
化
財
指
定
に
よ
り
市
内
の

文
化
財
は
国
指
定
10
件
、
県
指
定
11
件
、

市
指
定
56
件
と
な
り
ま
し
た
。

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
班

 　
☎
30
‐
０
２
９
４

鹿
角
に
新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た

　
１
９
８
６
年
10
月
31
日
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
こ
れ
ま
で
、神
奈
川
や
茨
城
、東
京
、青
森
、

岐
阜
、
愛
知
で
の
居
住
経
験
あ
り
。
販
売
員
と
し
て
接
客
業
の
勤
務
後
、
専
門
学
校
を
卒
業
し
保

育
園
に
勤
務
。

花輪通絵図・錦木古川大太鼓

市指定文化財に指定東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
を
展
示
し
ま
す

（
右
）
花
輪
通
絵
図

（
下
）
錦
木
古
川
大
太
鼓

1
部
で
宮
﨑
敬
太
選
手
（
東
海
大
学
）

が
５
位
、
湯
瀬
瞬
選
手
（
日
本
大
学
）

が
7
位
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
大
い

に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
着
任

　
中な

か
ね根 

路の
り
こ子

さ
ん

←早速、八幡平の大沼に行ってきました。凍っている大沼
の上を歩いて、大きな松の木を見てきました。
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
集
大
成

　
令
和
2
年
度
は
第
6
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
最
終
年
で
あ
り
、
予
測
困
難

と
い
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、
理
想
と

す
る
将
来
に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
と
帆
を

張
り
、
自
立
し
た
持
続
性
の
あ
る
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
、
集
大
成
の

一
年
に
し
ま
す
。

活
力
や

賑
わ
い
を
生
む

ま
ち
づ
く
り

▪
農
林
業
の
振
興

　
新
規
就
農
希
望
者
へ
の
き
め
細
や
か
な

角
産
品
の
認
知
度
向
上
と
販
路
拡
大
を
図

り
ま
す
。

▪
雇
用
の
安
定

　
新
た
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
市
内
企
業

の
魅
力
や
就
職
関
連
情
報
を
発
信
す
る
取

り
組
み
を
実
施
す
る
ほ
か
、
企
業
見
学
会

の
開
催
や
就
職
情
報
誌
の
発
行
な
ど
を
継

続
し
な
が
ら
、
地
元
高
校
生
や
市
外
在
住

者
の
地
元
就
職
に
つ
な
げ
ま
す
。

▪
観
光
の
振
興

　
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
担
う
株
式
会
社
か
づ
の

観
光
物
産
公
社
の
体
制
強
化
や
、
観
光
産

業
推
進
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
継
続
す

る
ほ
か
、
拠
点
と
な
る
鹿
角
観
光
ふ
る
さ

と
館
「
あ
ん
と
ら
あ
」
の
改
修
工
事
を
計

画
的
に
進
め
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か

ら
「
稼
げ
る
観
光
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
「
大
日
堂

舞
楽
」
や
「
花
輪
ば
や
し
」
と
、
世
界
遺

産
登
録
候
補
で
あ
る
「
大
湯
環
状
列
石
」、

こ
の
た
び
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
提

案
候
補
と
な
っ
た
「
毛
馬
内
の
盆
踊
」
を

一
体
的
な
観
光
資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。

支
援
と
、
農
業
農
村
支
援
機
構
を
核
と
し

た
経
営
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
さ
せ
、
競

争
力
の
高
い
農
業
経
営
体
の
確
保
・
育
成

を
進
め
ま
す
。

　
「
淡
雪
こ
ま
ち
」
は
、
特
別
栽
培
米
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
さ
ら
に
高
め
ら

れ
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
か
づ
の
北
限
の
桃
」
は
、
引
き
続
き

作
付
面
積
の
拡
大
に
努
め
、
果
樹
農
家
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
育
成
と
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
り
、
農
家
の
負
担
軽
減
や
就
農
に

つ
な
が
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

　
「
か
づ
の
牛
」
は
、
飼
養
頭
数
が
順
調

に
増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
需
要
の
掘

り
起
こ
し
と
販
売
強
化
に
向
け
た
支
援
を

行
う
ほ
か
、
川
島
牧
野
の
草
地
更
新
を
着

実
に
進
め
、
肉
用
牛
の
生
産
基
盤
を
さ
ら

に
強
化
し
ま
す
。

　
十
和
田
八
幡
平
の
誘
客
を
促
進
す
る
た

め
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
た

ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
が
見
ら
れ
る
時
期
に
八
郎

太
郎
号
を
増
便
し
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
た
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。

▪
地
域
間
交
流
の
推
進

　
関
係
人
口
の
「
鹿
角
家
」
で
は
、
地
域

の
お
手
伝
い
な
ど
を
通
じ
た
交
流
も
生
ま

れ
て
お
り
、首
都
圏
で
の「
家
族
会
議
」や
、

鹿
角
を
訪
れ
て
も
ら
う
体
験
ツ
ア
ー
を
実

施
し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

え
る
担
い
手
と
し
て
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
発

掘
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
餌
不
足
や
暖
冬
の

影
響
な
ど
に
よ
り
ク
マ
の
活
動
時
期
が
早

ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。引
き
続
き
、

迅
速
な
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
に
努
め
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
中
心
に
、
機
動

的
な
駆
除
態
勢
を
確
保
し
な
が
ら
、
被
害

の
拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
林
業
振
興
は
令
和
元
年
度
か
ら
「
森
林

経
営
管
理
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

森
林
所
有
者
と
意
欲
や
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
計
画

的
に
林
業
経
営
の
集
積・集
約
化
を
進
め
、

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適
切

な
管
理
を
図
り
ま
す
。

▪
商
工
業
の
振
興

　
商
店
街
の
個
々
の
店
舗
の
魅
力
向
上
に

誰
も
が

生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

▪
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
者
計
画
や
障
が
い
福
祉
計
画
、

障
が
い
児
福
祉
計
画
の
３
つ
の
計
画
が
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
達
成
状
況
を
検
証

し
な
が
ら
次
期
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
新
た
に
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
、
市
内
全
地
区
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
高
学
年
ま
で

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
十

和
田
小
学
校
区
に
「
十
和
田
わ
く
わ
く
児

童
ク
ラ
ブ
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
花
輪
小

学
校
区
の
ま
ち
な
か
児
童
ク
ラ
ブ
を
移
転

し
ま
す
。
尾
去
沢
保
育
園
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
の
花
輪
さ
く
ら
保
育
園
と
の
統
合

に
向
け
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、「
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
あ

い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
同
計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
状
況
を

検
証
し
な
が
ら
、
次
期
計
画
を
策
定
し
ま

す
。▪

保
健
・
医
療
の
充
実

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
は
、
が
ん
発
症
率

の
高
い
51
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
検
診
受
診

率
向
上
の
た
め
、
現
在
無
料
の
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
に
、新
た
に
肺
が
ん
を
追
加
し
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
よ
う
、
主
要
な
が
ん
検
診
を
総
合
的
に

受
診
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
継
続
し
、

将
来
、
本
市
で
医
師
と
し
て
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
・
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
今
年

度
開
業
予
定
の
皮
膚
科
診
療
所
に
対
し
、

医
療
機
関
開
設
支
援
を
行
い
、引
き
続
き
、

医
師
確
保
対
策
を
進
め
ま
す
。

主
眼
を
置
き
、
あ
き
た
企
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
や
か
づ
の
商
工
会
と
連
携
し
な
が

ら
、「
０
円
店
舗
改
善
」
や
事
業
承
継
も

視
野
に
入
れ
た
経
営
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し

ま
す
。

　
地
域
産
業
を
活
性
化
す
る
た
め
、
事
業

の
高
度
化
や
設
備
投
資
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
、
地
域
の
技
術
を
結
集
し
た
「
メ

イ
ド
イ
ン
か
づ
の
」
の
製
品
開
発
を
促
進

す
る
ほ
か
、
新
た
に
名
古
屋
・
東
海
地
区

に
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

自
動
車・航
空
産
業
の
商
取
引
の
拡
大
や
、

品
質
や
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
人
材
育

成
を
図
り
、
付
加
価
値
の
高
い
産
業
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
域
商
社
機
能
の
強
化
に

よ
り
、
市
内
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
と
い
う
特
徴
的
な
鹿

施
政
方
針

施
政
方
針
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ら、本市が目指す方向性と今年度の
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安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

▪
交
通
基
盤
の
整
理

　
八
幡
平
地
区
の
公
共
交
通
空
白
地
域
を

解
消
す
る
た
め
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
、
地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
持
続
可
能
な
移
動
支
援
体
制
を
整
え

ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
橋
の
点
検
や
松
山
跨
線
橋

の
補
修
工
事
な
ど
、
長
寿
命
化
対
策
を
進

め
、
安
全
・
安
心
な
道
路
交
通
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

▪
住
環
境
の
整
備

　
上
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
る
た

め
、
大
久
保
地
区
の
拡
張
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
角
花
輪
駅
前
整
備
事
業
で

は
、
花
輪
ば
や
し
開
催
ま
で
の
完
成
を
目

指
し
、
広
場
内
の
交
通
規
制
を
行
い
な
が

ら
、
遅
滞
な
く
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
住
宅
の
整
備
は
、
毛
馬
内
住
宅
の
建
て

替
え
に
向
け
た
建
築
工
事
に
着
手
す
る
ほ

か
、
高
井
田
住
宅
の
長
寿
命
化
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
民
間
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
、
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

▪
循
環
型
社
会
の
推
進

　
昨
年
７
月
に
設
立
し
た
地
域
電
力
小
売

会
社
「
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
が
、
４
月
か
ら

市
の
32
施
設
で
電
力
供
給
を
開
始
し
、
い

よ
い
よ
「
電
気
の
地
産
地
消
」
の
取
り
組

み
が
実
現
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
地
域
内
電
源
の
獲
得
と
あ

わ
せ
、
供
給
先
の
拡
大
を
目
指
す
ほ
か
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
や
そ
れ
を
使

用
し
た
製
品
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
市
が
持
つ
豊
富
な
資
源
を

産
業
力
強
化
に
活
用
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
た
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
す
。

▪
防
災
体
制
の
充
実

　
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
新
た
に
「
鹿
角
市
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

水
防
法
に
基
づ
き
、
県
に
よ
る
米
代
川
、

福
士
川
、
大
湯
川
、
小
坂
川
、
熊
沢
川
の

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
を
受
け
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
市
内
全
戸

に
配
付
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
の
連
絡
手
段

の
要
と
な
る
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、

新
た
な
通
信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
い
か

な
る
災
害
現
場
で
も
、
迅
速
か
つ
的
確
に

応
急
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
体
制
を

よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。

▪
空
き
家
の
適
正
管
理

　

地
域
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、「
空

き
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
補
助
制

度
を
活
用
し
た
自
主
的
な
解
体
へ
の
誘
導

や
、
周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
へ

の
指
導
強
化
に
よ
り
、
管
理
不
全
な
空
き

家
の
解
消
と
発
生
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま

す
。参

加
と
連
携
を

促
進
す
る

ま
ち
づ
く
り

▪
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化

　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
自
治
会
元

気
づ
く
り
応
援
補
助
金
や
自
治
会
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
応
援
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、
集
落
の
課
題
整
理
な
ど
に
集
落
支
援

員
を
派
遣
し
な
が
ら
、
自
治
会
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

▪
国
際
交
流
の
推
進

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
好
機
を
活
か
し

て
、「
鹿
角
市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
協
議

会
」
に
よ
る
オ
ー
ル
鹿
角
の
体
制
で
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
事
業
を
展
開
し
、
聖
火
リ
レ
ー

の
ほ
か
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
で
縄

文
の
火
を
お
こ
す
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採

火
式
」
を
実
施
し
、本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
五
輪
期
間
中
に
は
競
技
中
継
を

見
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に

楽
し
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ

ト
」
の
開
催
や
、
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
か
ら
の

行
政
訪
問
団
招
致
に
合
わ
せ
た
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
交
流
と
文
化
交
流
の
ほ
か
、
小
・

中
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
選
手
へ
の
手

紙
応
援
を
行
い
、
国
際
理
解
の
増
進
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▪
移
住
・
定
住
の
促
進

　
移
住
者
層
の
獲
得
を
目
的
に
、
新
た
に

「
子
育
て
マ
マ
応
援
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、

市
内
の
事
業
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
移

住
と
仕
事
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

の
連
携
に
よ
る
充
実
し
た
相
談
対
応
や
、

定
住
に
つ
な
が
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継

続
し
、
移
住
者
の
増
加
と
移
住
予
備
軍
と

な
り
う
る
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

心
豊
か
で

た
く
ま
し
く

郷
土
を
愛
す
る

市
民
を
育
む

▪
学
校
教
育
の
充
実

　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
あ
る

授
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
学
習
活
動
の

基
盤
と
な
る
学
習
集
団
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
各
種
学
力
検
査
の
結
果
と
合

わ
せ
て
分
析
を
行
い
、
学
級
経
営
や
授
業

改
善
に
生
か
す
ほ
か
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
特
性
を
理
解
し
、
よ
り
良
い
学
習

体
制
を
整
え
ま
す
。

　
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
活
用
を
図
り
、
情
報
モ
ラ
ル
の

視
点
を
持
っ
た
学
習
活
動
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
が
興
味
関
心
を
抱
く

魅
力
あ
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、

各
校
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
に
よ
っ
て
外
国
語

学
習
を
充
実
さ
せ
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
増
加

が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
国
際
交
流
に

お
け
る
大
き
な
社
会
変
化
に
も
対
応
で
き

る
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

育
成
し
ま
す
。

　
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
に
お
い
て
、
自

己
を
見
つ
め
、
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的

に
捉
え
、
生
き
方
に
対
す
る
考
え
を
深
め

ら
れ
る
学
習
に
な
る
よ
う
、
授
業
の
質
的

改
善
を
図
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
触
れ
る
体
験
活
動

を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

地
域
の
良
さ
を
積
極
的
に
発
信
し
よ
う
と

す
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
地
元
企
業
に
お

け
る
職
場
体
験
や
、
特
色
あ
る
地
域
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
推
進
し
、
将

来
の
夢
と
望
ま
し
い
職
業
観
を
育
み
ま

す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
新
た
に
統
合
校
で
学

ぶ
こ
と
に
な
る
生
徒
も
含
め
、
全
て
の
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
・
地
域
と
の
信

頼
関
係
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入
の
準
備
を
す

す
め
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▪
生
涯
学
習
の
推
進

　

市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
活
動
を
効
果
的
に

展
開
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
や

社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
一
層
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
地
域
課
題
の
解
決

や
実
践
で
生
き
る
技
法
を
学
ぶ
人
材
育
成

講
座
を
開
講
し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
充
実
や
地
域
づ
く
り
活
動
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

▪
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

市
民
の
誰
も
が
体
力
や
年
齢
に
応
じ
、

生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
気
軽
に
親
し

む
こ
と
の
で
き
る
運
動
機
会
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ス
キ
ー
大
会
は
「
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
」と「
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
」
の
ダ
ブ
ル
開
催
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
万
全
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

▪
芸
術
・
文
化
の
振
興

　　
開
館
か
ら
５
周
年
を
迎
え
る
文
化
の
杜

交
流
館
コ
モ
ッ
セ
を
拠
点
と
し
て
、
引
き

続
き
、
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
や
、
郷

土
の
伝
統
芸
能
・
文
化
に
ふ
れ
あ
う
機
会

を
創
出
し
な
が
ら
、
市
民
の
多
彩
な
芸
術

文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
は
、
大
湯
環
状

列
石
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
」
の
２
０
２
１
年
の
登
録
実
現
に

向
け
て
、
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地
審
査
へ

の
対
応
や
保
存
管
理
計
画
の
実
行
な
ど
、

構
成
す
る
４
道
県
市
町
と
一
層
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
保
存
管
理
体
制
や
ガ
イ
ド
な
ど

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
の
ほ
か
、
国
内

外
へ
価
値
や
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
大

湯
環
状
列
石
の
適
切
な
保
存
・
管
理
、
活

用
を
図
り
ま
す
。

施
政
方
針

教
育
執
行
方
針

施
政
方
針

　令和 2 年第 1 回市議会定例会で教育長が
発表した「教育執行方針」から、教育行政
における本市が目指す方向性と今年度の取
り組みをお伝えします。

教育執行方針教育執行方針
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扶助費
36億2,016万2千円
（20.2％）

扶助費
36億2,016万2千円
（20.2％）

予備費3,000万円（0.2％）

積立金
1億5,968万3千円（0.9％）

人件費
22億7,735万4千円
（12.7％）

公債費
19億8,671万円
（11.1％）普通建設事業費

災害復旧事業費
20億1,364万5千円（11.2％）

補助費等
25億4,173万5千円

（14.2％）

投資的経費
（11.2％）

物件費
23億8,725万円

（13.3％）

繰出金
21億5,321万3千円

（12.0％）

貸付金
3億2,100万円（1.8％）

維持補修費
4億3,444万8千円（2.4％）

義務的経
費（
44.0％

）

そ
の
他
経
費（
44.8％）

179億
2,520万円

歳出総額

「
か
づ
の
安
心
安
全
強
化
予
算
」

〜
持
続
性
の
あ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

◇
市
税
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
背
景
と
し
た
給
与
所

得
の
増
加
見
込
み
に
よ
る
市
民
税
個
人
分
の
増
額
の
ほ
か
、
家
屋

の
新
増
築
と
企
業
の
設
備
投
資
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加
な
ど

を
見
込
み
、
対
前
年
度
比
１･

１
％
増
で
す
。

◇
国
庫
支
出
金
は
、
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施

設
整
備
費
補
助
金
や
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
な
ど
が
増
加

し
た
も
の
の
、
生
活
保
護
費
負
担
金
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２･

３
％
減
で
す
。

◇
県
支
出
金
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
整
備
事
業
費
補

助
金
な
ど
が
減
少
し
た
も
の
の
、
国
民
体
育
大
会
会
場
地
市
町
村

運
営
交
付
金
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、対
前
年
度
比
２･

９
％
増
で
す
。

◇
市
債
は
、
新
規
事
業
と
し
て
、
情
報
教
育
推
進
事
業
、
継
続

事
業
と
し
て
、
鹿
角
観
光
ふ
る
さ
と
館
改
修
事
業
、
学
校
大
規
模

改
造
事
業
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
に
係
る
市
債
を
計
上
し
、
対

前
年
度
比
８･

５
％
増
で
す
。

◇
人
件
費
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
開
始
に
伴
う
期
末

手
当
の
支
給
や
物
件
費（
賃
金
な
ど
）か
ら
給
与
へ
の
計
上
替

え
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
13･

８
％
増
で
す
。

◇
物
件
費
は
、
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
費
に
係
る
シ
ス
テ
ム

構
築
委
託
料
な
ど
が
増
加
し
た
も
の
の
、
賃
金
の
廃
止
に
よ

る
影
響
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
２･

９
％
減
で
す
。

◇
補
助
費
等
は
、
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

補
助
金
な
ど
が
増
加
し
た
も
の
の
、
企
業
立
地
助
成
金
な
ど

の
減
少
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
５･

４
％
減
で
す
。

◇
公
債
費
は
、
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業
な
ど
に
活
用
す

る
た
め
に
借
入
し
た
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
元
金
償
還
開

始
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
１･

７
％
増
で
す
。

◇
普
通
建
設
事
業
費
は
、
防
災
行
政
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
や
鹿
角
観
光
ふ
る
さ
と
館
改
修
事
業
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
６･

８
％
増
で
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
置
し
て

い
る
特
別
会
計
で
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
は
、一
般
被
保
険
者
数

が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ

る
一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、対
前
年
度
比
３・０
％

増
で
す
。後
期
高
齢
者
医
療
は
、保
険
料
率
の
改
定
な
ど
に
よ

り
、対
前
年
度
比
１０
・２
％
増
で
す
。介
護
保
険
事
業
は
、介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
の
増
加
に
加
え
、シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
の
介
護
予
防・重
度
化
防
止
へ
の
取
り
組

み
な
ど
の
促
進
に
よ
り
、対
前
年
度
比
１・３
％
増
で
す
。下
水
道

事
業
と
農
業
集
落
排
水
事
業
の
２
会
計
は
、企
業
会
計
に
移
行

し
、下
水
道
事
業
会
計
と
な
る
こ
と
か
ら
、特
別
会
計
全
体
で
は
、

対
前
年
度
比
10・７
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

特
別
会
計

179億2,520万円

一般会計歳出（性質別）

　令和２年度当初予算は、「第６次鹿角市総合計画後期基本計画（Ｈ28～Ｒ２）」の最終年と
して、将来都市像「笑顔がつながり活力を生むまち・鹿角」の実現を目指して、産業力の強化
をはじめとした８つの重点プロジェクトの目標達成に向け、総力を挙げて取り組むとともに、市民
が安心して暮らすことができる持続可能な地域社会の形成を図る予算としました。

一
般
会
計
歳
入

市
税
や
県
支
出
金
な
ど
が
増
額

「
産
業
力
の
強
化
」な
ど
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

総
額
83
億
１
３
２
４
万
４
千
円

対
前
年
度
比
10・７
％
減

一般会計予算総額一般会計予算総額
対前年度比
1.5％増

179億
2,520万円

歳入総額

市税
30億5,667万8千円
（17.0％）

使用料及び手数料
1億137万9千円（0.6％）

寄附金
1億2,000万円
（0.7％）

諸収入
5億9,012万8千円
（3.3％）

地方交付税
67億6,274万7千円

（37.7％）

市債
16億8,810万円

（9.4％）

市債
16億8,810万円

（9.4％）

国庫支出金
18億9,532万6千円
（10.6％）

国庫支出金
18億9,532万6千円
（10.6％）

地方消費税交付金
6億5,780万円（3.7％）

地方譲与税
2億7,450万円（1.5％） その他（各種交付金等）

7,760万円（0.4％）

県支出金
12億317万5千円
（6.7％）

分担金及び負担金
3,570万2千円（0.2％）
財産収入
3,112万2千円（0.2％）

繰入金
12億3,094万3千円

（6.9％）

繰越金
2億円（1.1％）

自主財源（
29.9％

）

依
存
財
源（
70.1％）

新規事業	
防災行政無線通信システム整備事業 5,386万 2千円
国土強靭化地域計画策定事業 650万円
全世代型包括的支援事業 328万 6千円
スマート農業実証等推進事業 175万 5千円
国立公園八幡平魅力アップ構想策定事業 200万円
ヘリテージ・ツーリズム推進事業 440万 1千円
景観計画策定事業 1,141万 8千円
GIGAスクール整備事業 4,262万 5千円
東京2020オリンピック聖火リレー開催事業 777万 8千円
国民体育大会推進費 1億375万円
拡充事業
ホストタウン推進事業 2,179万 9千円
移住促進事業 2,314万 6千円
地域公共交通維持確保対策事業 1億408万 6千円
放課後児童健全育成事業 9,271万円
就職支援事業 216万 6千円
鹿角マルシェ推進事業 353万円
森林経営管理推進事業 632万 7千円
通学対策費 8,274万 4千円
世界遺産登録推進事業 319万 2千円

継続事業	
福祉医療給付事業 2億1,456万 5千円
自治会等コミュニティ活性化支援事業 1,849万 7千円
医師確保対策事業 5,236万 8千円
あんしん医療推進事業 3,459万 8千円
各種検診推進事業 3,209万 7千円
公共牧野整備事業 3,620万円
園芸メガ団地整備事業 2,852万円
新規就農者育成支援事業 2,671万 9千円
地域新エネルギー利活用推進事業 248万 1千円
地域商社確立事業 2,185万 9千円
企業立地促進事業 9,041万円
観光アクセス充実対策事業 884万 8千円
かづのプレミアムツアー造成事業 218万 6千円
女性若者活躍促進事業 521万 7千円
鹿角観光ふるさと館改修事業 6億8,505万 8千円
公営住宅建設事業 3億2,990万 4千円
統合校舎（花輪第二中学校）大規模改造事業 3億9,997万 4千円
花輪スキー場ゲレンデ設備改修事業 5,201万 1千円

主な事業

特別会計予算額
特別会計名 予算額 前年度比（％）

国民健康保険事業 32 億 445 万円 3.0

後期高齢者医療 4 億 946 万 8千円 10.2

介 護 保 険 事 業 46 億 9,932 万 6 千円 1.3

計 83 億 1,324 万 4 千円 -10.7

上水道事業会計予算額
区分 収入 支出

収 益 的 収 支 6 億 3,762 万 4 千円 6 億 2,568 万 1千円

資 本 的 収 支 1 億 5,875 万 4 千円 4億 1,341万 5 千円

下水道事業会計予算額
区分 収入 支出

収 益 的 収 支 8 億 8,148 万 9 千円 8 億 8,148 万 9 千円

資 本 的 収 支 4 億 5,920 万 5 千円 7億 2,018 万 4千円

一般会計歳出（目的別）
名称 予算額 割合（％）

議 会 費 1億7,131万円 1.0
総 務 費 22億2,667万5千円 12.4
民 生 費 57億627万9千円 31.8
衛 生 費 10億1,586万3千円 5.7
労 働 費 2,025万2千円 0.1
農林水産業費 7億2,366万5千円 4.0
商 工 費 13億8,957万9千円 7.8
土 木 費 17億5,196万1千円 9.8
消 防 費 7億8,990万2千円 4.4
教 育 費 20億8,770万4千円 11.6
災害復旧費 4千円 0.0
公 債 費 19億8,677万円 11.1
諸 支 出 金 2,523万6千円 0.1
予 備 費 3,000万円 0.2

計 179億2,520万円 100.0
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行政 information

根市大湯線の路線変更（４月６日🈷～）
　6 時 50 分大湯温泉発の便を級ノ木集落経由の
ルートに変更します。西町・乳牛・合ノ野方面は
通りませんのでご注意ください。

根市大湯線の時刻変更（４月６日🈷～）

東山環状線の時刻変更（４月６日🈷～）

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224
　 十和田タクシー ☎ 35-2166

寺坂大湯線の時間変更（４月 1 日水～）

問 秋北バス ☎ 23-2183

根市大湯線・東山環状線・寺坂大湯線
バス路線・時刻の変更

花輪駅 こざか かづの校 古舘 花輪駅
15:05 15:10 15:15 15:25 15:35

大湯温泉 根市 級ノ木 上台 厚生病院 花輪駅
6:50 6:57 7:13 7:19 7:29 7:42

花輪駅 厚生病院 上台 根市 大湯温泉
15:55 16:09 16:18 16:37 16:43

ホテル鹿角 寺坂 陸中小平 厚生病院 花輪中前 花輪駅
6:55 7:13 7:17 7:26 7:40 7:45
17:40 17:58 18:02 18:11 18:25 18:30

花輪駅 振興局前 厚生病院 陸中小平 寺坂 ホテル鹿角
16:37 16:41 16:56 17:05 17:09 17:27

福祉タクシー利用券の交付申請を受付してい
ます。

▶対象　市内に住所があり、①～③のいずれかの
手帳をお持ちで在宅の方。（所得税額が１０万円以
上の方、自動車税・軽自動車税の減免を受けてい
る方は除く）
①身体障害者手帳１級または２級
②療育手帳Ａ
③精神保健福祉手帳１級または２級
▶交付枚数　１カ月あたり２枚
※じん臓機能障害（１級・２級）をお持ちの方は１
カ月あたり４枚交付。（「人工透析患者通院交通費」
助成制度を利用する方は対象外）
▶助成額　利用券１枚あたり５００円
▶持ち物　手帳・印鑑

問 福祉総務課 地域福祉班 ☎ 30-0238

新型コロナウイルス感染症の影響を受けたこと
に鑑み、申告所得税および復興特別所得税、

個人事業者の消費税および地方消費税、令和 2
年度市民税・県民税の申告相談期間を延長します。

▶申告期間　4 月 16 日木まで
▶受付場所　市役所 1 階 税務課窓口
▶受付時間　8 時 30 分～ 11 時、13 時～ 16 時

問 税務課 課税班 ☎ 30-0213

戦没者のご遺族の皆さんへ 障がいのある方へ

新型コロナウイルス感染症への対応

第十一回特別弔
ちょういきん

慰金の支給 福祉タクシー利用券を発行

申告相談の期間を延長

特別弔慰金は、４月１日を基準日として、同
日において年金給付の受給権者がいない場

合に、戦没者などの死亡当時のご遺族（※戦没者
死亡以前に出生）に額面 25 万円、5 年償還の記
名国債が支給されます。

▶対象　代表ご遺族お一人（次の優先順位）
① 4 月 1 日までに「戦傷病者戦没者遺族等援護

法」による弔慰金の受給権を取得した方
②戦没者の子
③戦没者と生計関係を有していた父母・孫・祖父

母・兄弟（4 月 1 日において婚姻などにより、
姓が変わっている方などは除く）

④上記③以外の父母・孫・祖父母・兄弟
⑤上記①から④以外の三親等内の親族（戦没者の

死亡時までの間に 1 年以上生計関係を有して
いる方に限る）

▶請求期限　令和 5 年 3 月 31 日まで
※ 6 月以降市内 4 地区で受け付けを行います。

問 福祉総務課 地域福祉班 ☎ 30-0647

健康づくり運動教室は 5月からスタート

骨密度測定会＆ナトカリ比測定会を実施

健康づくり推進事業

　国保の健康づくり推進事業として実施する健康
づくり運動教室が５月から始まります。
　どの教室も、講師がわかりやすく指導します。
どなたでも参加できますので、この機会に始めて
みませんか。

❖申し込み　前日までに、市民課国保医療班（☎
30-0222）へ電話でお申し込みください。
※無料で託児が利用できます。ご希望の方は４日
前までに子ども未来センター（☎ 30-0855）へ
直接お申し込みください。
※詳細は５月以降の広報に掲載します。

問 市民課 国保医療班 ☎ 30-0222

　健康づくり推進事業の一環として、今年度も骨
密度とナトカリ比の測定会を実施します。
　開催日程については５月以降の広報に掲載しま
すので、ぜひご参加ください。

問 市民課 国保医療班 ☎ 30-0222

　超音波による簡易測定機器を使用して右足か
かと部分の骨密度を測定し、年齢別平均値との
比較判定を行います。確定診断ではありません
ので、確定診断や詳しい検査を希望する方は医
療機関へお問い合わせください。
　右足くるぶしで測定しますので、参加の際は
素足になりやすい服装でお越しください。

　尿中に含まれるナトリウムとカリウムの比率
を測定します。カリウムはナトリウムによる害
を防ぐ栄養素です。尿中に含まれるナトリウム
の量がカリウムの何倍になるかを数値化したも
のがナトカリ比です。この値が小さい程、食塩
による体への害を防ぐといわれています。
　食生活習慣の見直しなど、健康づくりの参考
値としてお役立てください。

◎ストレッチポール教室
　ストレッチポールを使って体を動かします。

◎ココから体操教室　
　ストレッチや無理のない運動で全身を柔らか
くします。

◎ゆったりヨガ教室
　ゆっくりとした動きで自分の体と向き合えま
す。

◎浅利ゆみ先生の健康体操教室　
　イスを使って無理なく楽しく運動します。

◎リズム運動教室
　音楽に合わせて楽しく運動します。

◎ちょ筋ストレッチ教室
　ちょっと筋肉アップするトレーニングとスト
レッチを行います。

骨密度測定 ナトカリ比測定

←ゆったりヨガ教室

リズム運動教室→

骨
密
度
測
定
の
様
子

掲載している便以外は、変更ありません。
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LINE Payを使い、納付書に印刷されたバーコー
ドを読み取ることで、LINE Pay 残高により

市税や料金を納付できるサービスを開始しました。
納付できる市税や料金の種類は、コンビニで取扱
可能な市税・料金と同じです。
　
使用方法はこちらからご覧ください。

※領収書は発行しませんので、アプリ内の取引履
歴でご確認ください。
※軽自動車税の納税証明書は納期限の翌日に発送
します。車検などでお急ぎの方はスマートフォンア
プリ以外の納付方法をご利用ください。
　

市営住宅の入居者を募集します。申込者が多数
の場合は、抽選により入居者を決定します。

▶入居要件  住宅に困っていること、市税の滞納
がないことなど 
▶募集期間　4月1日水～15日水 8時30分～17
時15 分（土日祝日を除く）
※都市整備課 建築住宅班および各支所に募集案
内と申込書を置いています。詳しくは募集案内を
ご覧ください。
▶抽選日　4 月 30 日木 予定
▶申込先　都市整備課 建築住宅班（申込書を直
接ご持参ください）

問 都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266

起業・創業者向けの貸事務所「インキュベー
トルーム」の入居者を募集します。

▶提出書類
①まちなかオフィス使用許可申請書
②事業計画概要説明書
③都道府県税および市区町村税の滞納がない証明
書
※①と②は市ホームページからダウンロードできます。
▶提出期限　6 月 30 日火

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

有害鳥獣の捕獲事業の担い手確保 市税などの納付が便利になります

寺ノ上住宅起業・創業をお考えの方へ

狩猟免許の取得を支援 電子マネー納付に LINE Pay が追加

市営住宅の入居者を募集まちなかオフィス入居者募集

消費生活センターでは、商品・サービスへの
苦情や相談など、消費生活に関する問題解

決のお手伝いや、消費者被害の未然防止のため、
出前講座やメール配信などによる情報提供や啓発
活動を行っています。
　また、県外では新型コロナウイルスに便乗した
アポ電も確認されています。身に覚えのない請求
や強引な勧誘など、消費者トラブルで困ったとき
は気軽にご相談ください。

▶開設日　月曜日～金曜日（土日祝日・年末年始
は除く）
▶相談時間　8 時 30 分～ 17 時 15 分
▶相談方法　電話または窓口

通話録音装置の無料貸し出し

問 消費生活センター（市民共動課内）
 　☎ 30-0258

水洗化により快適な生活ができる合併処理浄
化槽の設置をぜひご検討ください。補助対

象地域につきましては、気軽にお問い合わせくだ
さい。

▶補助対象地域
①公共下水道の事業認可区域以外の地域
②農業集落排水事業区域以外の地域
▶補助対象・金額

▶申込方法　上下水道課の窓口に申込書を準備し
ています。また、市ホームページでもダウンロー
ドできます。※工事完了後および工事着手後の申
し込みはできません。また、定員になり次第、申
し込みを締め切る場合があります。

問 上下水道課 上下水道班 ☎ 30-0271

消費者トラブルに遭ったときは 自然に優しい浄化槽で快適な生活を
消費生活センターにご相談を 合併処理浄化槽設置費の補助

▶補助対象者　高等学校などに在籍する第 3 子
以降の子を養育している保護者。ただし、以下の
要件すべてに該当していること
①申請年の１月１日現在で住民登録していること
②第３子以降の子が、１学期の始期に高等学校な
どに在籍し、今後も在籍する見込みであること
※第３子…同一の戸籍謄本または出生届けの受理
証明書に登載されている出生年月日の順に３番目
以降の子。

問 総務学事課 学事指導班
☎ 30-0291

第 3子以降の教育費用を補助
かづのの宝夢支援補助金

鹿角花輪駅前広場の交通規制を実施し、一般
車両の進入を禁止していますのでご協力を

お願いします。

▶規制期間　7 月 31 日金まで
▶規制日時　月～土曜日の 8 時～ 17 時
※歩行者やバス、タクシー、緊急車両は通行可能
です。また、広場の通り抜けはできませんが、周
辺の商店などは通常どおり利用できます。

※広報かづの 3 月号に掲載した内容と規制場所
が変更されていますので、ご確認ください。

問 都市整備課 道路河川班 ☎ 30-0263

鹿角花輪駅前付近の利用はご注意を
駅前広場整備工事に伴う交通規制

募集物件 インキュベートルーム A（16.78㎡）
インキュベートルーム B（15.08㎡）

月額使用料
10,000 円（電気料・通信料・駐車場代含む）
※市外在住者が転入して使用する場合は無料

入居要件
※②・③は、
どちらか一方
に該当する者

①農林漁業、保険・金融業、風営法の許可また
は届け出が必要な業種以外の業種
②創業を計画しており、施設の使用を開始する
日以後 1 年以内に事業を開始する者
③創業後 1 年以内の個人もしくは法人

入居期間 入居許可日から 3 年以内

寺ノ上住宅　木造戸建平家

3号 2LDK（LDK13畳・和室 6畳× 2）

問い合わせ先
市税 税務課 収納管理室 ☎ 30-0215

水道料金など 水道お客様センター ☎ 30-0273

介護保険料 あんしん長寿課 高齢者支援班 ☎ 30-0234

後期高齢者医療保険料 市民課 国保医療班 ☎ 30-0222

保育料 すこやか子育て課 こども家庭応援班 ☎30-0235

住宅使用料 都市整備課 建築住宅班 ☎ 30-0266

対象区分 限度額 対象建物の延床面積など

5人槽 351,000 円 160㎡（48.4 坪）未満

7 人槽 441,000 円 160㎡（48.4 坪）以上

10 人槽 588,000 円 二世帯住宅（浴室および台所
が 2 つ以上ある住宅）

かづのの宝夢支援（授業料）補助金

補助額 高等学校等就学支援金制度対象外の方が負担する
高等学校の授業料（月額 9,900 円を上限）

手続方法
必要書類を 5 月 29 日金までに教育委員会または
各支所に提出。（新規申請者は 9 月 30 日水まで）

かづのの宝夢支援（教科書等購入）補助金

補助額 高等学校などが指定する教科書や図書、教材購入
に係る費用（年額 36,000 円を上限）

手続方法
必要書類（領収書など）を 5 月 29 日金までに教
育委員会または各支所に提出

　特殊詐欺の被害を防止するため、高齢者世帯などを対
象に、通話録音装置の貸し出しを無料で行っています。
装置について詳しく知りたい方、不審な電話にお困りの
方は、消費生活センターまでお問い合わせください。

①本市に住所を有する 20 歳以上の方で市税などを滞納
していない方

②免許の取得後、市猟友会へ入会し有害鳥獣捕獲事業に
従事することが確約できる方

①第１種銃猟免許およびわな猟免許を取得し猟友会へ入
会するのに要した費用から５万円を控除した金額

②わな猟免許を取得し猟友会へ入会するのに要した費用
※銃本体や保管庫などの購入費用は対象外。既に猟友会

会員となっている方の入会費用も対象外。

農作物などの被害防止対策として、クマやカ
ラスなどの捕獲事業の担い手確保のため、

新たに狩猟免許を取得し、市猟友会へ入会される
方に対して資格取得費用を助成します。

▶▶対象者対象者

▶▶補助金額補助金額

▶申請方法　農林課備え付けの申請用紙で申請手
続を行ってください。
▶申請期限　６月上旬
※県の補助もあります。詳しくはお問い合わせく
ださい。
問 農林課 農地林務班 ☎ 30-0246

一般車両一般車両
進入禁止進入禁止

鹿角花輪駅

アニモ葬祭
センター

観光案内所 なかの
クリニック

清水商店

JAかづの

行政 information
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けんこう information

　
か
づ
の
厚
生
病
院
・
鹿
角
中
央
病
院
で
の

脳
ド
ッ
ク
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

❖
自
己
負
担
額

か
づ
の
厚
生
病
院
（
募
集
人
数
：
75
人
程
度
）

脳
ド
ッ
ク　
1
万
6
２
０
０
円

脳
ド
ッ
ク
ミ
ニ
コ
ー
ス　
８
６
５
０
円

鹿
角
中
央
病
院
（
募
集
人
数
：
25
人
程
度
）

脳
ド
ッ
ク　
１
万
２
千
円

❖
対
象
者　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
市
民
（
昭
和

21
年
４
月
２
日
生
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
生
）

※
現
在
加
入
の
健
康
保
険
で
脳
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
ら
れ
る
方
、
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
元
年
度
に
市
の
脳
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
た

方
は
除
き
ま
す
。

❖
実
施
期
間　
６
月
～
令
和
３
年
２
月

❖
申
し
込
み
・
受
診
方
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
支
所
に
設
置
し

て
い
る
「
鹿
角
市
脳
ド
ッ
ク
申
込
書
」
を
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
す
こ
や
か
子
育
て

課
健
康
づ
く
り
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
、
決
定

者
に
脳
ド
ッ
ク
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

②
決
定
し
た
病
院
で
受
診
日
を
予
約
し
て
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
期
限　
４
月
23
日
木

※
市
外
の
医
療
機
関
で
の
受
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

    

健
康
づ
く
り
班 

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９ 

❖
対
象
者

※
重
い
障
が
い
を
持
つ
方
に
交
付
し
て
い
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
（
11
ペ
ー
ジ
掲
載
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
、
本
人
や
同
居
家
族
が

自
動
車
を
使
用
し
て
い
る
方
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所
中
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

❖
持
ち
物　
印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合
、
助
成

対
象
者
と
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
）

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

　
４
月
下
旬
に
、
各
自
治
会
の
保
健
協
力
員

を
通
じ
て「
令
和
２
年
度
検
診
の
ご
案
内（
緑

色
）」
と
「
検
診
申
込
書
」
を
配
布
し
ま
す
。

　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
、
各
支
所

に
も
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
検
診
の
ご
案

内
を
ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
締
切　
５
月
18
日
🈷

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班  

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　　
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
受
療
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
発
行
は
１
人
に
つ
き
年
１
回
限
り
で
、

再
交
付
は
し
ま
せ
ん
の
で
紛
失
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

❖
対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民

❖
助
成
額　
１
回
の
受
療
に
つ
き
1
千
円
の

助
成
を
年
４
回

❖
持
参
す
る
も
の　
本
人
確
認
書
類
（
免
許

証
な
ど
） 

、
認
め
印

❖
発
行
場
所　
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

❖
施
術
を
受
け
ら
れ
る
機
関　

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　
満
80
歳
以
上
の
対
象
と
な
る
方
に
対
し
て
、

１
枚
５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
１
カ
月
あ
た

り
２
枚
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
申
請
は
、
あ
ん
し
ん
長
寿
課

高
齢
者
支
援
班
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問 

税
務
課 

課
税
班 

☎
30
‐
０
２
１
３

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

　　
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
徴

収
が
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
世
帯
主
な
ど
が
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
生
活
保
護
基
準
以
下
の
場
合
に
対

象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
課
国
保
医

療
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❖
減
免
の
要
件

①
震
災
、
風
災
害
、
火
災
な
ど
に
よ
り
死
亡

も
し
く
は
障
が
い
者
と
な
っ
た
、
ま
た
は
資

産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
な
ど
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

と
き

③
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

④
そ
の
他
類
す
る
事
由
が
あ
っ
た
と
き

問 

市
民
課 
国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

進
学
や
就
職
、
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、

国
保
・
社
会
保
険
な
ど
を
切
り
替
え
る
際
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。
市
民
課
国
保
医
療
班

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

事
業
主
の
方
へ
お
願
い

　
社
会
保
険
の
資
格
取
得
（
喪
失
）
連
絡
票

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
率
は
２

年
ご
と
に
改
定
さ
れ
、
令
和
２
年
度
か
ら
の

保
険
料
率
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得

が
一
定
以
下
の
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
割

合
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
改
定
後
の
保
険
料
率
に
基

づ
く
保
険
料
額
は
７
月
中
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、
特
別
徴
収

(

年
金
か
ら
の
引
去
り)

で
納
め
て
い
る
方

は
仮
徴
収
制
度
が
あ
り
ま
す
。
２
月
に
徴
収

さ
れ
た
保
険
料
と
同
額
が
４
月
・
６
月
・
８

月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
額
と
し
て
徴
収
さ
れ

ま
す
。

　
新
た
に
4
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
と
な

る
方
や
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
、
口
座
振

替
払
い
）
の
方
へ
仮
徴
収
額
の
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の
方
は
、
同
封

の
納
付
書
に
よ
り
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
令
和
２
年
度
に
納
付
す
べ
き
本
徴
収
額
は
、

令
和
元
年
中
の
所
得
が
確
定
し
た
後
に
再
計

算
さ
れ
、
10
月
以
降
の
徴
収
に
お
い
て
調
整

さ
れ
ま
す
。
本
徴
収
の
お
知
ら
せ
は
、
7
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

納
付
方
法
の
変
更

　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
申
し
出
に
よ
り
、
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
か
ら
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
市
内
に
支
店
の
あ
る
金
融
機
関

で
利
用
可
能
）。
金
融
機
関
窓
口
で
口
座
振

替
の
手
続
き
を
行
っ
た
後
、
国
民
健
康
保
険

税
は
税
務
課
課
税
班
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
市
民
課
国
保
医
療
班
の
窓
口
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。

医
療
費
窓
口
負
担
の
減
免
制
度

後
期
高
齢
者
医
療

令
和
２
年
度
か
ら
の
保
険
料
率

保
険
料
・
保
険
税
の
仮
徴
収

国
保
へ
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

～
14
日
以
内
に
届
け
出
を
～

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
申
請

脳
ド
ッ
ク
助
成

　
風
し
ん
の
ま
ん
延
予
防
の
た
め
、
抗
体
検

査
を
受
け
、
抗
体
価
が
低
い
場
合
は
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
に
送
付
し
て
い
る
ク
ー
ポ
ン

券
は
令
和
2
年
度
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て

い
な
い
方
は
、
す
で
に
送
付
さ
れ
て
い
る
ク

ー
ポ
ン
券
を
持
参
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
方

は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
対
象
者　
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
の
男
性

❖
料
金　
無
料
（
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
）

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班  

    

☎
30
‐
０
１
１
９

４月の献血車訪問
とき 受付時間 ところ

９日木

9時～11時 鹿角地域振興局
13時～
13時45分

東北電力㈱鹿角
電力センター

14時45分～
16時45分

かづの厚生病院

＊ �400 ミリリットル献血にご協力をお願いし
ます。輸血患者の副作用軽減につながりま
す。

各
種
検
診
が
始
ま
り
ま
す

成
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防

接
種

・
本
市
に
住
所
が
あ
り
在
宅
で
生
活
を
し
て

い
る
満
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

・
満
80
歳
以
上
の
方
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
健

康
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
65
歳
未

満
の
方
を
含
む
）
の
み
の
世
帯
で
暮
ら
し
て

い
る
方

❖
共
通　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）、

認
め
印

就
職
し
て
社
会
保
険
加
入

　
社
会
保
険
の
保
険
証
、
国
保
の
保
険
証

退
職
な
ど
で
社
会
保
険
脱
退 

　
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
連
絡
票

※
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
の
場
合
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証

世
帯
主
変
更
、
名
字
変
更
、
住
所
の
変
更 

　
国
保
の
保
険
証

進
学
し
て
市
外
に
転
出 

　
国
保
の
保
険
証
、
在
学
証
明
書

卒
業
し
て
学
生
で
な
く
な
っ
た 

　
マ
ル
学
保
険
証
、
卒
業
証
明
書

【
花
輪
】
木
村
鍼
灸
治
療
室
、
田
口
治
療
院
、

に
し
む
ら
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

【
八
幡
平
】
東
玄
堂
、
訪
問
鍼
灸
さ
い
と
う

【
尾
去
沢
】
丸
山
鍼
灸
院

【
大
湯
】
西
村
鍼
灸
整
骨
院

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

受
療
券
交
付
が
始
ま
り
ま
す

保険料率
令和２・３年度

均等割額 43,100 円
所得割率 8.38 ％

均等割額の軽減措置
世帯主および被保険者の総所得金額などが

下記の基準を超えない世帯
令和２年度から

軽減割合 均等割額

基礎控除額（33 万円） 7.75 割 9,697 円

被保険者全員が年金収入 80 万円
以下で、その他各所得がない場合 ７割 12,930 円

基礎控除額（33 万円）
+ ※ 28 万 5 千円×被保険者の数

（※変更前は 28 万円）
５割 21,550 円

基礎控除額（33 万円）
+ ※ 52 万円×被保険者の数

（※変更前は 51 万円）
２割 34,480 円

市ホームページは
こちら

※後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者であった方（制度加入後
２年間のみ適用）は、均等割額 21,550 円、割合にして５割軽減されます。
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子育て・学び information

　
毎
月
5
日
を
「
声
か
け
運
動
」
の
日
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登

校
中
の
子
ど
も
た
ち
に
「
お
は
よ
う
」
や
「
気

を
つ
け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
の
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

春
季
休
業
明
け
４
月

と
夏
季
休
業
明
け
９
月

に
は
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
日
時　
４
月
９
日
木 

７
時
15
分
～
８
時　

問 

生
涯
学
習
課 
社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
と
大
湯
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
館
の
窓
口
業
務
を
次
の
と
お
り
委

託
し
ま
す
。

問 

文
化
の
杜
交
流
館 

☎
30
‐
０
２
９
３

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

☎
37
‐
３
８
２
２

子育て・学び information

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
方
を
対
象
に
、

日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
企
業
に
勤

務
中
の
外
国
人
実
習
生
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

❖
開
講
式　
５
月
16
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

30
分

※
12
月
中
旬
ま
で
毎
週
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

❖
場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー 

第
１
・
第
２
研
修
室

❖
参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参

加
希
望
者
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
託
児
が
必
要
な
方
は
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
日
本
語
教
室
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

❖
対
象　
日
本
語
指
導
に
興
味
が
あ
る
方

❖
内
容　
講
師
の
助
手
お
よ
び
教
室
運
営
の
補

助
（
当
番
制
）

❖
謝
礼　
１
回
２
時
間
の
活
動
に
つ
き
1
千
円

❖
申
込
方
法　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
締
切　
４
月
17
日
金

※
日
本
語
指
導
に
関
す
る
学
習
経
験
が
あ
る
方

は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課 
社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

体
験
講
座
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ボ 

ス
ト
ー
ン
ク
ラ
フ
ト
で
鯉
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
！

❖
日
時　
５
月
２
日
土 

10
時
～
12
時

❖
参
加
費　
１
作
品
に
つ
き
５
０
０
円

❖
定
員　
10
人
ま
で

※
大
人
の
方
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
館
時
間
変
更

　
４
月
か
ら
10
月
の
開
館
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

❖
開
館
時
間　
９
時
～
18
時　

※
期
間
中
は
無
休
で
す
。

問 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

☎
37
‐
３
８
２
2

　
　「

は
な
わ
ん
こ
の
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
」

　
あ
な
た
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
図
書
館
に
一
泊
さ

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た

ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
は
館
内
で
遊
ん
だ
り
お
仕
事

を
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
写
真
に
撮
っ

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。　

❖
日
時　
４
月
25
日
土 

11
時
集
合

❖
場
所　
花
輪
図
書
館 

児
童
室

❖
参
加
費　
無
料

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

花
輪
図
書
館

令
和
２
年
度 

成
人
式
実
行
委
員
募
集

十
和
田
図
書
館

Tow
ada G

allery

第
48
弾

「
草
木
染to

仲
間
た
ち
」

❖
期
間　
４
月
５
日
日
～
26
日
日

❖
内
容　
草
木
染
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

郷
土
を
語
る
会　

❖
内
容　
郷
土
史
に
関
す
る
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

❖
日
時　
４
月
17
日
金 

14
時
～
16
時

古
典
読
書
講
座
「
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」

❖
日
時　
４
月
25
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
講
師　
小
田
島 

哲
夫
氏

ト
ワ
ダ
ッ
ク
の
わ
く
わ
く
土
曜
教
室「
手
話
教
室
」

❖
日
時　
4
月
25
日
土 

10
時
～
12
時

❖
内
容　
初
心
者
向
け
の
手
話
講
座

❖
対
象　
市
内
在
住
の
小
中
学
生

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

企
画
展
「
八
郎
太
郎
伝
説
と
十
和
田
火
山
」

❖
期
間　
4
月
24
日
金
～
6
月
21
日
日

❖
場
所　
特
別
展
示
室

❖
内
容　
八
郎
太
郎
の
伝
説
が
残
る
土
地
や
十

和
田
火
山
の
火
砕
流
に
よ
っ
て
埋
没
し
た
遺
跡

な
ど
の
パ
ネ
ル
や
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

❖
見
学
料　
無
料

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
22
‐
７
２
８
８

か
づ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
利
用
案
内

【C

こo

＊d

ど

も

ど

も

om
odom

o

で
の
預
か
り
】

❖
日
に
ち　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

※
土
・
日
・
祝
日
は
要
予
約

❖
時
間　
９
時
～
18
時　

※
７
時
～
９
時
、
18
時
～
19
時
は
要
予
約

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
料
金　
初
め
の
１
時
間
６
５
０
円
、
そ
の
後

30
分
毎
に
３
２
５
円

【
そ
の
ほ
か
の
預
か
り
】

　
自
宅
で
サ
ポ
ー
タ
ー
に
子
ど
も
を
み
て
も
ら

う
依
頼
会
員
宅
で
の
託
児
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
自

宅
で
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
う
提
供
会
員

宅
で
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
利
用
料
はC

o

＊

dom
odom

o

で
の
預
か
り
と
同
様
で
す
。

※
保
育
園
や
小
学
校
の
送
迎
、
児
童
ク
ラ
ブ
の

お
迎
え
も
あ
り
ま
す
。

【
休
日
保
育
】

　
仕
事
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場

合
に
利
用
で
き
ま
す
。

❖
日
に
ち　
日
曜
日
、
祝
祭
日

❖
時
間　
８
時
30
分
～
18
時

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
料
金　
１
日
２
千
円
、半
日
（
４
時
間
以
下
）

１
千
円

❖
対
象　
市
内
認
可
保
育
園
入
園
児

※
病
児
・
病
後
児
の
お
預
か
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
預
か
り
が
必
要
な
場

合
は
、「C

o

＊dom
odom

o

」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
キ
ャ
ン
セ
ル
料
】

　
予
約
日
前
日
の
18
時
ま
で
に
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
６
５
０
円
を
い
た
だ
き

ま
す
。

※C
o

＊dom
odom

o

で
の
予
約
不
要
の
預

か
り
以
外
の
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
適
用
さ
れ

ま
す
。 

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

❖場所　福祉保健センター
※体調が悪い方は事前にご連絡ください。
問 すこやか子育て課 こども家庭応援班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付開始
17日金 3歳児健診 平成 28 年 12 月生（全地区）

１２時45分22日水 3～ 4か月児健診 令和元年 12 月生（全地区）
23日木 １歳６か月児健診 平成 30 年８月生（全地区）
28日火 乳児相談（4～5か月児） 令和元年 11 月生（全地区） 9時 45分

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学児のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

日
本
語
教
室
に
通
っ
て
み
ま
せ
ん
か

今月のお誕生日

平
成
29
年
４
月
19
日
生
／
花
輪

父 

秀
明
さ
ん
・
母 

真
由
美
さ
ん

おしゃべり大好きな次女です。
お姉ちゃんのまねをしたいお年
頃。将来の夢はちっくん屋さん
です！

木
き む ら

村 友
と も ね

音ちゃん　➌歳

平
成
29
年
４
月
2
日
生
／
花
輪

父 

智
弥
さ
ん
・
母 

慧
子
さ
ん

トイ・ストーリーが大好き！得意
のおしゃべりでみんなを楽しま
せてくれる陽気なお兄ちゃんで
す。

阿
あ べ

部 慈
じ お ん

恩くん　➌歳

春
の
声
か
け
運
動

一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

窓
口
業
務
を
委
託

歴
史
民
俗
資
料
館

施
設
名

委
託
先

文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ

鹿
角
市
共
動
パ
ー
ト
ナ
ー

「
こ
も
れ
び
の
会
」

大
湯
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
館

鹿
角
市
共
動
パ
ー
ト
ナ
ー

「
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
」

　
８
月
16
日
日
に
開
催
さ
れ
る
成
人
式
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

❖
対
象　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今
年
鹿
角

市
で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
。
さ
ら
に
式
典

当
日
お
よ
び
月
１
、２
回
程
度
の
実
行
委
員
会

に
出
席
で
き
る
方
。

❖
活
動
期
間　
４
月
22
日
水
～
９
月
30
日
水

❖
活
動
内
容　
成
人
式
当
日
の
運
営
の
ほ
か
、

記
念
行
事
の
企
画
な
ど
を
行
い
ま
す
。

❖
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

E-m
ail　

gakushu@
city.kazuno.lg.jp

第
１
回
実
行
委
員
会

❖
日
時　
４
月
22
日
水 

19
時
～

❖
場
所　
市
役
所 

１
階 

第
５
会
議
室

※
2
回
目
以
降
の
開
催
日

程
に
つ
い
て
は
協
議
し
て

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
都

合
に
よ
り
参
加
で
き
な
い

回
が
あ
っ
て
も
会
議
結
果

は
共
有
し
ま
す
。

市
が
利
用
料
を
助
成
し
ま
す

❖
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
ま
で
の
託

児
ま
た
は
里
帰
り
出
産
時
の
託
児

❖
自
己
負
担
額　
1
時
間
４
５
０
円 

、
そ
の

後
30
分
毎
に
２
２
５
円

※
兄
弟
で
利
用
の
場
合
は
、
上
の
子
1
時
間

３
５
０
円
、 

下
の
子
1
時
間
４
５
０
円

※
第
３
子
以
降
は
無
料

※
里
帰
り
出
産
時
の
託
児
に
は
、
母
子
手
帳
の

写
し
が
必
要
で
す
。



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場
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「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
い
た
計
画
の
全
体

見
直
し
に
伴
い
、　

計
画
決
定
ま
で

の
一
定
期
間
、
通
常
の
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
申
請
の
受
付
を
休
止
し

ま
す
。

　
今
年
度
に
農
業
振
興
地
域
の
除
外

や
編
入
、
用
途
区
分
の
変
更
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
付
期
限
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
：
６
月
１
日
🈷

受
付
休
止
期
間
：
６
月
２
日
火
～
計

画
決
定
ま
で（
令
和
３
年
３
月
予
定
）

問
農
林
課 

構
造
改
革
推
進
班　

☎
30
‐
０
２
７
４

　
冬
期
間
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
西

山
農
免
道
路
の
通
行
止
め
を
４
月
１

日
水
に
解
除
し
ま
し
た
。

問
農
林
課 

農
地
林
務
班　

☎
30
‐
０
２
４
６

　
花
輪
大
堰
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
た

め
、
花
輪
大
堰
の
流
水
が
日
中
止
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
道
路
で
通

行
止
め
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
：
４
月
18
日
土 
５
時
～
16
時

問
農
林
課 

農
地
林
務
班　

☎
30
‐
０
２
４
６

　
立
木
を
伐
採
す
る
際
は
、
個
人
所

有
の
森
林
で
あ
っ
て
も
、
事
前
に
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
を
せ
ず
に
伐
採
を
行
っ
て

し
ま
っ
た
際
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
無
届
の
ま
ま
伐
採
を
行
っ

た
場
合
、
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
罰

則
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
売
買
や
相
続
な
ど
で
森
林
の

所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
も
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

農
地
林
務
班　

☎
30
‐
０
２
４
６

　　
ボ
ッ
チ
ャ
や
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
な
ど

の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
：
４
月
26
日
日 

９
時
15
分
～

12
時

場
所
：
錦
木
地
区
体
育
館

参
加
費
：
無
料

定
員
：
30
人

対
象
：
４
歳
～
中
学
生

※
要
申
込

問
一
般
社
団
法
人
鹿
角
青
年
会
議
所

（
大
森
）

☎
０
９
０
‐
４
０
４
０
‐
９
０
９
４

日
に
ち
：
８
月
22
日
土
、
9
月
5
日

土
、
26
日
土

申
込
期
間
：
4
月
15
日
水
～
５
月
８

日
金

申
込
先
：
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
（
秋
田
市
旭
北
栄
町
1
‐
5
）

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
５
０

日
時
：
４
月
６
日
🈷
、
20
日
🈷 
18

時
～
19
時

場
所
：
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
：
５
～
8
歳

問
鹿
角
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
橋
場
）

０
９
０
‐
５
２
３
６
‐
０
７
１
０

早
春
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
ヒ
ミ
ツ
の
巨

木
と
沼
め
ぐ
り

日
時
：
４
月
12
日
日 

８
時
～
16
時

集
合
場
所
：
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

参
加
費
：
４
千
円

定
員：15
人
（
最
少
催
行
人
数
４
人
）

対
象
：
高
校
生
以
上
の
健
脚
者

持
ち
物
な
ど
：
雪
の
上
を
歩
け
る
服

装
、
長
靴
か
防
水
登
山
靴
、
手
袋
、

雨
具
、
防
寒
着
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、

昼
食
、
飲
み
物
や
菓
子
な
ど
の
行
動

食
、
日
焼
け
止
め
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、

携
帯
ト
イ
レ

申
込
締
切
：
４
月
９
日
木

カ
タ
ク
リ
満
開 

春
の
妖
精
た
ち
を

探
そ
う

　
散
策
路
を
カ
タ
ク
リ
が
紫
色
に
染

め
ま
す
。

日
時
：
４
月
29
日
水 

10
時
～
14
時

集
合
場
所
：
志
張
温
泉
元
湯
駐
車
場

参
加
費
：
大
人
１
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円

定
員：10
人
（
最
少
催
行
人
数
２
人
）

持
ち
物
な
ど
：
歩
き
や
す
い
服
装
、

長
靴
ま
た
は
軽
登
山
靴
、
雨
具
、
防

寒
着
、
昼
食
、
飲
み
物
や
菓
子
な
ど

の
行
動
食
、
日
焼
け
止
め
、
サ
ン
グ

ラ
ス

申
込
締
切
：
４
月
26
日
日

問
自
然
公
園
財
団
八
幡
平
支
部

☎
25
‐
８
８
４
６

訓
練
期
間
：
6
月
２
日
火
～
11
月
27

日
金
（
６
カ
月
）

時
間
：
9
時
20
分
～
15
時
40
分

場
所
：
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

訓
練
科
：
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科

募
集
期
限
：
4
月
23
日
木

定
員
：
15
人

受
講
料
：
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）

応
募
資
格
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
て
の
再
就
職
を
希

望
す
る
方

※
毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１
７
８

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業

の
従
業
員
と
そ
の
家
族
が
加
入
す
る

健
康
保
険
で
す
。

　

秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、

４
月
納
付
分
か
ら
10
・
25
％
（
現
行

10・14
％
）へ
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

に
対
す
る
介
護
保
険
料
率
は
全
国
一

律
1
・
79
％
（
現
行
1
・
73
％
）
へ

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

☎
０
１
８
‐
８
８
３
‐
１
８
４
１

　

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：４月１日水、８日水、15 日水、22
日水／相談場所：市役所１・２会議室／開
設時間：9 時 30 分～12 時、13 時～15 時
30 分 ＊相談日の１カ月前から前日までに
鷹巣年金事務所への予約が必要です。基
礎年金番号のわかる年金手帳や年金証書
をご準備の上、電話で予約してください。
問鷹巣年金事務所 お客様相談室
☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）
相談日：4 月14 日火／相談場所：市役所
会議室 ／開設時間：13 時 30 分～16 時
問市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）
相談日：4 月 21日火／相談場所：交流
センター ／受付時間：13 時 30 分～15
時 30 分 ＊前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎30-0258

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：4 月 9 日木／相談場所：交
流センター／開設時間：13 時 30 分
～ 16 時／担当：緑川 正樹弁護士
②相談日：4 月 23 日木／相談場所：
交流センター／開設時間：13 時 30
分～ 16 時／担当：川田 繁幸弁護士
＊どちらも前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

今月の相談日程

期
間
：
４
月
18
日
土
～
９
月
19
日
土

の
毎
週
土
曜
日 

10
時
～
11
時

場
所
：
福
祉
プ
ラ
ザ

内
容
：
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

簡
単
な
読
み
書
き
と
計
算
、
笑
顔
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
物
忘
れ

を
予
防
し
ま
す
。

教
材
費
：
月
額
２
４
０
０
円

開
講
式

日
時
：
４
月
11
日
土 

10
時
～

問
東
恵
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
22
‐
４
０
８
０

第
１
回
そ
も
そ
も
「
脳
と
こ
こ
ろ
」

と
は

日
時
：
４
月
20
日
🈷 

14
時
～
16
時

場
所
：
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修

室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

講
師
：
櫻
庭 

泰
氏
・
大
野 

正
人
氏

（
か
づ
の
厚
生
病
院 

精
神
科
医
）

参
加
費
：
無
料

申
込
期
限
：
4
月
10
日
金

申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
９
時
～
15
時
）

問
鹿
角
の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
市

民
町
民
の
会 

☎
22
‐
７
１
６
６

事
前
説
明
会

日
時
：
５
月
８
日
金 

10
時
～
11
時

45
分

講
座

期
間
：
６
月
３
日
水
～
令
和
３
年
３

月
３
日
水
（
全
30
回
）、〈
点
訳
〉
毎

週
水
曜
日
、〈
音
訳
〉
毎
週
木
曜
日

場
所
：
秋
田
県
点
字
図
書
館 

研
修
室

※
６
月
３
日
水
は
開
講
式
を
行
い
ま

す
。
受
講
決
定
者
は
必
ず
出
席
く
だ

さ
い
。

受
講
料
：
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）

定
員
：
各
講
座
10
人
程
度

※
受
講
希
望
者
の
中
か
ら
選
考
を
行

い
ま
す
。

申
込
期
限
：
５
月
７
日
木

問
秋
田
県
点
字
図
書
館

☎
０
１
８
‐
８
４
５
‐
０
０
３
１

農
用
地
利
用
計
画
の

受
付
期
限

森
林
の
伐
採
や
所
有
権
の
移

転
時
に
は
届
出
が
必
要
で
す

公
共
職
業
訓
練

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

の
変
更

西
山
農
免
道
路
　

冬
季
間
通
行
止
め
解
除

花
輪
大
堰
の
流
水
一
時
停
止

鹿
角
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ

パ
ネ
ル
展

市
民
町
民
大
学

講
座
の
参
加
者
募
集

第
18
回
秋
田
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

八
幡
平
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

す
し
料
理
・
中
国
料
理
・
給
食
用
特

殊
料
理

受
付
期
限
：
５
月
８
日
金

実
技
試
験
問
題
公
表
お
よ
び
受
験
票

の
発
送
：
７
月
３
日
金

実
技
試
験
日
：
８
月
１
日
土
～
21
日

金
の
間
で
（
公
社
）
調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー
が
別
途
指
定
す
る
日

学
科
試
験
日
：
８
月
18
日
火

合
格
発
表
：
９
月
30
日
水

問
公
益
社
団
法
人 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

☎
03
‐
３
６
６
７
‐
１
８
６
７

　
４
月
12
日
日
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
復
活
を
祝
う
お
祭
り
「
イ
ー
ス

タ
ー
」
で
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
に
ま
つ

わ
る
疑
問
を
国
際
交
流
員
の
ア
ン

デ
ィ
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

展
示
期
間
：
４
月
９
日
木
～
15
日
水

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

こ
も
れ
び
広
場

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
22
‐
６
０
８
８

収集日 地区 集積箱設置

4 月12 日日

花 輪
菅原電気店舗脇／福祉保健センター第一駐車場車庫隣／ア
メニティ倶楽部ハウス東側駐車場脇／乳牛自治会館玄関脇
／交流センター玄関脇／旧アニモ A コープ柴平店玄関脇
／柴平地域活動センター玄関脇

八幡平
青沢商店自販機脇（坂比平）／谷内地区市民センター玄関
脇／湯瀬ふれあいセンター機械室入口／旧八幡平市民セン
ター玄関脇／大里自治会館玄関脇／長内集会施設前／松館
奈良商店三叉路ごみ集積所脇

尾去沢 尾去沢市民センター玄関脇／駒ヶ峯施設工業事業所玄関脇

４月19 日日 十和田

松山自治会館玄関脇／第 14 分団番屋脇（松ノ木）／錦木
地区市民センター玄関脇／ JA グリーンセンター十和田店
入口脇／十和田市民センター萱町側出入口／下芦名沢自治
会館玄関脇／柳沢商店脇（中滝）／箒畑自治会館玄関脇
／フォーラムゆぜ玄関脇／大湯地区市民センター体育館玄
関脇／ストーンサークル館事務所入口／草木地域活動セン
ター脇

▶ 出し方の注意点
❶テープの巻き付けはしないでください。 
❷蛍光管を入れた箱や袋は持ち帰りください。 
❸事業所から排出されたものは対象外です。
❹電球やハロゲン球は不燃ごみに出してください。

問 鹿角広域行政組合
   ☎ 22-2611

春の廃蛍光管収集
　集積箱設置場所は次のとおりです。朝 8 時 30 分までに出してください。

「
あ
た
ま
の
生
き
活
き
教
室
」

学
習
者
募
集



2020年 4月号21 KAZUNO CITY 2020年 4月号 20KAZUNO CITY

　
そ
ん
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
し
ば
し
ば
話
題
に
上
が
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
人
と
い
う
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
警
戒
す
る
現
地
の
人
に

嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
避
け
ら
れ
た
り
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
先
生
も

い
ま
し
た
。
実
際
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
駐

在
す
る
日
本
人
が
「
帰
れ
」
と
言
わ
れ

た
話
や
、
咳
を
し
た
ら
周
り
の
人
が
い

な
く
な
っ
た
話
を
聞
き
ま
し
た
。
シ
ョ

プ
ロ
ン
で
は
特
に
問
題
な
く
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
以
前
、
日
本
語
を
教
え
て

い
る
高
校
の
職
員
に
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
」
と
何
回
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
落
ち
着
き
、
日
本
も
ハ
ン
ガ

リ
ー
も
他
の
国
々
も
元
の
日
常
に
戻
り

ま
す
よ
う
に
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
学
校

が
休
校
に
な
っ
た
り
、
日
用
品
が
品
薄

に
な
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
落
ち
着
か

な
い
日
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
不
安
に
な
り
、
砂
糖
や
小
麦
粉
な

ど
を
大
量
に
買
う
人
も
い
る
よ
う
で
す

が
、
多
く
の
人
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず

過
ご
し
て
い
る
印
象
で
す
。

　
2
月
22
日
と
23
日
に
は
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
で
開
催
さ
れ
た
「
中
東
欧
日
本
語
教

育
研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
国
際

交
流
基
金
の
主
催
で
、
中
東
欧
地
域
で

日
本
語
教
育
に
携
わ
る
方
を
対
象
と
し

た
研
修
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日

本
語
教
育
を
つ
な
げ
る
」
で
し
た
。
伊

東
祐
郎
教
授
（
国
際
教
養
大
学
）
の
講

演
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
充
実
し
て

い
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
1
人
で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
る
の
で
、

た
く
さ
ん
の
日
本
語
教
育
の
先
輩
方
と
、

普
段
の
授
業
の
こ
と
や
教
え
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る
の
は
本
当
に
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　
秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

　
秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
10
代
日
本
語
語
学
指
導
員
　
堀
川 

さ
ゆ
み
さ
ん

Szia! from SopronSzia! from Sopron （ショプロンからこんにちは！）（ショプロンからこんにちは！）

ブログ公開中　http://termeszetszereto.blogspot.com/　ぜひご覧ください。

中東欧日本語教育研修会にて

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

❖
運
動
期
間　
４
月
６
日
🈷
～
15
日
水

　

４
月
の
入
園
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
不
慣
れ
な
通
学
路
を
通
い
始
め
た

子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
交
通
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
家
庭
で
再
確
認
し
、
事
故
に

遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
を
も
っ
た

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
10
日
金
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。

自
転
車
の
点
検
・
整
備
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
事
故
に
よ
り
、
数
千
万
円
以

上
の
損
害
賠
償
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
安
全
利
用
を
心
が
け
る
と

と
も
に
、
年
１
回
は
点
検
・
整
備
を
受

け
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
（
自
転
車
向
け
保

険
）
な
ど
の
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

　

春
に
な
り
、
自
転
車
の
利
用
が
増

え
る
４
月
か
ら
５
月
の
２
か
月
間
は
、

「
自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
運
動
」
の

強
調
期
間
で
す
。

　
自
転
車
の
安
全
利
用
の
た
め
、
次
の

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　　
飲
酒
運
転
や
二
人
乗
り
、
並
進
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
の
ラ

イ
ト
点
灯
や
、
交
差
点
で
の
一
時
停
止

と
安
全
確
認
な
ど
の
安
全
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班

☎ 

30
‐
０
２
２
４

ECO＆ LIFE

ECO

快
適
な
く
ら
し
の
情
報

快
適
な
く
ら
し
の
情
報

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

鹿
角
発
！
世
界
で
信
頼
さ
れ
る
半
導
体
検
査
装
置

鹿
角
の
企
業

鹿
角
の
企
業  

い
い
ね
！

い
い
ね
！

　
わ
が
社
は
パ
ソ
コ
ン
や
自
動
車
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

半
導
体
の
作
動
確
認
を
行
う
、
世
界
で

も
数
少
な
い
検
査
装
置
メ
ー
カ
ー
で

す
。
主
に
自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に

使
う
「
パ
ワ
ー
半
導
体
」
の
検
査
装
置

を
作
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
要
望

や
半
導
体
開
発
の
発
展
に
合
わ
せ
、
装

置
の
研
究
か
ら
納
入
ま
で
を
一
貫
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
生

ま
れ
た
キ
ャ
ッ
ツ
製
品
が
世
界
中
の
半

導
体
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

専
務
取
締
役
　
髙た

か
は
し橋 

史ふ
み
とさ
ん

　
電
気
や
電
子
の
技
術
者
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
装
置
制
御
の

技
術
者
や
設
計
ツ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
よ
る

構
造
設
計
の
技
術
者
、
装
置
に
関
す
る

書
類
を
作
成
す
る
文
書
管
理
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
門
の
力
を
結
集
し
て
世

界
に
通
ず
る
キ
ャ
ッ
ツ
製
品
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　
自
分
の
手
掛
け
た
製
品
を
私
た
ち
の

鹿
角
か
ら
世
界
へ
。
キ
ャ
ッ
ツ
は
時
代

の
先
を
共
に
走
る
仲
間
を
歓
迎
し
て
い

ま
す
。

会社概要

代表からウチの会社のここがスゴイ！ウチの会社のここがスゴイ！

検査装置を開発していく仕事なので検査装置を開発していく仕事なので
チャレンジの毎日です。チャレンジの毎日です。　　

技術Ⅰ課パワーシステム技術 技術Ⅰ課パワーシステム技術 
田村さん田村さんの会社自慢の会社自慢

❖所在地　十和田毛馬内字上陣場48-2
❖設立　昭和61年９月　
❖代表者　髙橋 奏
❖連絡先　☎35-2102

専務取締役
髙橋 史さん

株
式
会
社
キ
ャ
ッ
ツ
電
子
設
計

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

集
落
支
援
員
活
動
事
業

　
集
落
支
援
員
は
、
自
治
会
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
の
「
状
況
調
査
」
を
行

い
、
調
査
結
果
を
基
に
自
治
会
の
現
状

や
課
題
、
将
来
の
自
治
会
像
な
ど
に
つ

い
て
の
「
話
し
合
い
」
と
「
活
性
化
活

動
」
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
小
規
模
な
自
治
会
（
50
世
帯
未
満
）

を
中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
活
用
を
検
討
さ
れ
る
自
治
会
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
、
４
つ
の
自
治
会
が
集
落

支
援
員
活
動
事
業
と
市
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
八
幡
平

「
荒
町
自
治
会
」
の
活
動
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

取
組
内
容

　
荒
町
自
治
会
で
は
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
鹿
角

三
郷
士
の
一
人
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

き
た
「
野の

じ
り尻

左さ
き
ょ
う京

」
に
ま
つ
わ
る
調
査

や
環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
自
治
会
員
が
市
内
外
に
足
を
運
び
調

査
し
た
結
果
を
基
に
、
荒
町
自
治
会
の

成
り
立
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
地

域
の
礎
を
築
い
た
野
尻
左
京
が
実
在
し

た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
功
績
を
周
知

す
る
た
め
、
案
内
看
板
を
設
置
す
る
と

と
も
に
左
京
に
由
来
の
あ
る
湧
き
水
の

周
辺
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
祭

り
で
は
、
新
た
に
制
作
し
た
左
京
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
絵
灯
ろ
う
を
展
示
し
て
自

治
会
員
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
を
再
発
見
し
活
用
し
た
取

り
組
み
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

力
再
生
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

荒
町
自
治
会
の
取
り
組
み

集落支援員活動事業報告

◉市役所

荒町自治会
36世帯
約110人

問 市民共動課 共動推進班
　 ☎ 30-0202

湧き水の周辺整備の様子

絵灯ろう制作の様子



4 月の行事予定（在宅当番医）
カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday
１ ２ ３ ４

大里医院
☎ 22-1251

三ヶ田医院
☎ 31-1231

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎29-5500

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

本田医院
☎ 35-3002

なかのクリニック
☎ 22-7335

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

長橋医院
☎ 23-7612

笹村整形外科
☎ 30-0035

三ヶ田医院
☎ 31-1231

福永医院
☎ 35-3117

12 13 14 15 16 17 18

かづの厚生病院
☎ 23-2111

なかのクリニック
☎ 22-7335

大里医院
☎ 22-1251

本田医院
☎ 35-3002

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎29-5500

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

19 20 21 22 23 24 25

長橋医院
☎ 23-7612

鹿角中央病院
☎ 23-4131

本田医院
☎ 35-3002

大里医院
☎ 22-1251

なかのクリニック
☎ 22-7335

福永医院
☎ 35-3117

鹿角中央病院
☎ 23-4131

26 27 28 29昭和の日 30

かづの厚生病院
☎ 23-2111

長橋医院
☎ 23-7612

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

笹村整形外科
☎ 30-0035

三ヶ田医院
☎ 31-1231

春の日差しのなかで。今月の新刊。今月の新刊。

　学校で習ったはずなの
に、はっきりと説明でき
ないことはありませんか。
　日常のちょっと気にな
る科学をわかりやすく説
明します。（花輪）

　本市でも活躍してい
る「猟師」ですが、実際
はどんなことをするので
しょうか。動物の痕跡探
しや罠をしかけて捕まえ
るなど、リアルな狩猟の
様子を知ることができま
す。（花輪）

　社会人としてのマナー
や仕事の対処法、SNS
の注意点など、公務員で
なくても使える仕事術を
イラストとともに分かり
やすく解説した1冊。（十
和田）

　1 匹の野良猫が、自分
だけの「なまえ」を探し
て街中を巡ります。
　でも、なかなか「なま
え」は見つかりません。
果たして、自分が本当に
欲しかったものとは。（十
和田）

理科の謎、きちんと説明できますか？　
文系もすっきり納得の20話
左巻 健男　監修（PHP 研究所）

自分の力で肉を獲る　
10歳から学ぶ狩猟の世界
千松 信也　著　（旬報社）

図解公務員1年目の仕事術
佐久間 智之　著（ナツメ社）

なまえのないねこ
竹下 文子　文 / 町田 尚子　絵（小峰書店）

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫
○大湯①コース
4月 2日木・16日木・30日木
○大湯②コース
4月 3日金・17日金
○八幡平コース
4 月 7 日火・21 日火
○花輪コース
4 月 9 日木・23 日木
○尾去沢コース
4 月 10 日金・24 日金
○毛馬内コース
4月 14日火・28日火

問�問�花輪図書館（コモッセ内）☎23花輪図書館（コモッセ内）☎23－－44714471
十和田図書館�☎35十和田図書館�☎35－－32393239

人口と世帯（令和２年２月末現在）

男性：14,328 人

合計：30,362 人
（12,906 世帯）

女性：16,034 人

シル
バーリハビリ体操シル
バーリハビリ体操
みんなで広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひと
りでもできる介護予防体操・シルバーリハビ
リ体操を紹介します。

問 あんしん長寿課 
    介護予防班
　 ☎ 30-0103

モ
デ
ル
： 

赤
坂 

聖
子
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

2
級
指
導
士
）

手
順

●
イ
ス
に
浅
く
座
り
、
体
の

正
面
で
指
を
組
ん
で
腕
を

伸
ば
し
ま
す
。

●
顔
を
上
げ
、
手
を
前
に
突

き
出
す
よ
う
に
し
な
が
ら

体
を
前
に
倒
し
、
お
尻
を

浮
か
せ
ま
す
。

●
そ
の
姿
勢
を
３
秒
程
保
持

し
ま
す
。

●
ど
す
っ
と
座
ら
な
い
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り
と
お
尻
を

下
ろ
し
ま
す
。

●
こ
れ
を
数
回
繰
り
返
し
ま

す
。・手はできるだけ下げないようにしま

しょう。
・お尻がわずかに浮いた時点で動きを

止めるとより効果的です。
・膝に痛みがある場合、お尻を浮かそ

うとするだけでも効果的です。

ここがポイントここがポイント 下
肢
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
力
の
強
化

お
尻
浮
か
し

問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0119

健康寿命県内一「10年後、脳卒中で亡くなる方を 8割減らします」
鹿角市健康宣言鹿角市健康宣言

がん検診がん検診をおすすめする３つの理由
進行がんは痛くて苦しい期間が長いから
　がんが進行すると息苦しさや咳、不眠、吐き気、
嘔吐、食欲不振、便秘、下痢などの苦しい症状が重
なって現れます。そのなかで一番多い訴えが「痛み」
です。がんの全患者さんの約 50%、末期がんにな
ると約 70% の患者さんが体験しています。この「痛
み」が続くと眠れなくなり、食欲が落ち、精神的に
不安定になる方もいます。

進行がんが多くなるとみんなの負担が重くなるから
　がんは日本人の死因第一位であり、世界でも多く
の方ががんで亡くなっています。
　がんが進行すると医療費が高額になることが多い
です。健康保険により、自己負担は抑えることがで
きますが、その分保険料や公費でまかなわれる金額
が高額になります。健康保険財政が赤字になると、
加入者全員の負担が重くなってしまいます。　

検診で見つけることができれば治る確率が高くなるから
　がんが進行すると、抗がん剤など副作用による苦
痛が大きい治療も含め、長期化する可能性が高くな
り、転移した場合は手術ができないこともあります。
　検診で見つかるがんは早期がんである確率が高
く、自覚症状が出ない段階で発見できるため、９割
以上が完治します。早期がんのうちに発見できる期
間は１～２年のため、検診は毎年受ける必要があり
ます。

　今月のシルリハ教室は中止します。
　シルバーリハビリ体操指導士の３級養
成講習会を６月から開始します。受講を
希望する方は、あんしん長寿課介護予防
班までご連絡ください。
※詳しくは広報５月号でお知らせします。

胃 肺 大腸 子宮 乳

受診率
（受診者数）

11.4％↓
（1,408人）

21.9％↑
（2,697人）

20.2％↑
（2,487人）

15.3％↓
（753 人）

19.3％↓
（736 人）

精密検査が
必要と判定
された人数

81 人 11 人 150 人 7 人 32 人

平成 30 年度　集団健診・人間ドックの受診結果

※矢印は前年度受診率との比較

テレフォン病院 24 をご利用ください。
医師・看護師などが、健康や介護に関する相
談をお聞きします。　☎ 0120-959-783

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料総合相談

春の声かけ運動
一斉キャンペーン

アスピーテライン
開通式

下川原駒踊り 松館天満宮三台山
獅子大権現舞

■無料相続・登記相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

2020年 4月号23 KAZUNO CITY 2020年 4月号 22KAZUNO CITY
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ご相談ください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外出サポート 

お買い物や病院に行きたい方 

運転免許証を返納された方  など 
 
その他お気軽に、ご相談お問い合わせください 

入会金 

5,000円（初回のみ） 

本 部 ☎ ０１８６-３５-４８４５ 

南支部 ☎ ０１８６-２２-４５００ 
 

本  部  鹿角市十和田毛馬内字上陣場48-1 

南支部  鹿角市花輪字案内104-3 広告


